
　　　　

令和7 年 1 月 12 日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節に応じた活動行事(お花見外出、春遠足活動、琵琶湖遊泳外出、プール活動、夏祭り、Halloweenウィーク活動、運動会ウィーク活動、Xmasウィーク活動、制作活動、調理活動)
・社会経験にちなんだ活動行事(公共交通機関を利用しての外出、買い物学習外出、地域イベントへの参加)
・ご家族参加型のお祭り(保護者交流の機会)

（別添資料１）

家族支援
連絡ノートや送迎時にて随時情報共有をするとともに、必要に応じて面談など
も設け、不安や困りごとへの相談援助を行います。 移行支援

学校や関連の医療・他事業所と情報交換や担当者会議を行い、包括的に支援を
行える環境作りを支援します。

地域支援・地域連携

地域の民生委員の方々との意見交換の場より、地域活動へ参加のお誘いをいた
だき、現在は定期的に地域の子ども食堂への参加のもと、地域の方との繋がり
を深めさせていただいています。

職員の質の向上

・職員法定研修の実施
(虐待防止研修、身体医拘束等適正化研修、感染症及等食中毒の予防及びまん延
防止のための研修、消防訓練等)
・支援の中での気づきや変化は職員間で共有し、ケース検討会議を実施
・外部研修への参加を実施⇒職員内で振り返り研修の実施

支　援　内　容

・児童の表情や顔色の確認、利用中定めた時間での定期的な検温にて健康観察を行い、体調不良時の把握をいち早く行うよう支援します。
・来所、帰所時には靴の着脱や片付け、荷物の整理、提出物の管理など、習慣化出来るよう各自取り組んでもらい、身辺自立を目指します。
・お金の種類や支払いの学習を行い実際に店舗へ行き買い物学習を、また、公共交通機関利用での外出経験を積みあげる中で、基本的生活スキルの獲得を目指します。

・段差昇降やくぐる・またぐなどの動作など、バランス感覚を取り入れた課題を提供する中で姿勢改善や体幹の強化を目指し、身体機能の維持・向上を図ります。
・ハサミの使用や紐通し、棒差しや破る動作などの課題を通じて、手先の筋力・コントロール力を養えるよう支援します。
・リトミック活動やリズムゲームを取り入れ、リズム感覚を養います。

本
人
支
援

・マッチングゲームを通じて、色や形など様々な概念獲得を目指します。各々の特性や能力を観察し、それぞれにあった課題の提供を行います。
・集団行動前には、時計やカウントなどの使用も取り入れた声かけを行い、時間を意識して行動出来るよう支援を行います。
・旬の花の製作活動や旬の食材を使った調理活動、季節行事を行うことで、各感覚を刺激し興味の幅を広げることが出来るよう支援します。

・挨拶やお礼を言う場面、謝罪が必要な場面では必要に応じて伝えることが出来るよう状況を示しながら、各々の可能とする力で対応が出来るよう行動を促し支援を行います。
・言葉での表現が難しい際には、表情カードや絵カードを用いて伝えやすい環境を整え支援します。
・ソーシャルスキルトレーニングを通じて、言葉の使い方や非言語コミュニケーションの獲得を目指します。
・自身の感情コントロ-ルや他児の輪への入り方、誘いへの断り方など、相手の気持ちも考えながら友情を育む為の方法の習得を支援します。
・自由活動は、お友達と好きな事をして過ごすことで、他者と関わる楽しさを感じてもらえるよう支援します。

・学校休暇日には、公共交通機関を利用し外出、公共での過ごし方やルール・マナーについて学べる機会の提供、スキルの獲得を目指します。
・土曜日、定期的に子ども食堂を利用させていただき、地域の方々との交流の場を提供していただいている中で、相互に理解し合える関係を目指しています。
・集団活動を通じて、ルールや順番を守ることや、協調性を養えるよう支援します。
・他者との適正な距離感のもと関わることが出来るように、適宜声かけを行い、他者との良好な関係形成を支援します。

支援方針

①自立に向かって“今できること”を一緒に考え、必要となる力を見つけます。
②得意なことは更に引きのばせるように、苦手とすることは個々に寄り添い一緒に挑戦を繰り返すことで、新たな発見や自信へ繋げていきます。
③ご利用者様・ご家族様・支援スタッフ皆が繋がって信頼し合える関係を築きます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・アットホームな環境の中で、ひとりひとりの魅力を引き出し合い、成長できる空間を目指します。
・喜怒哀楽を通じて、どんなことへも寄り添い一緒に解決していきながら、笑顔で新たな一歩が踏み出せるよう支援を行います。
・ご利用者様のみならず、ご家族様からも“落ち着く場所”と感じていただけますように、どんな些細なことでも一緒に悩み、笑い合える関係を目指します。

事業所名 放課後等デイサービスOhana 作成日支援プログラム


